















水 間 千 恵
は じ め に
絵本は，現行版「保育所保育指針」の本文中で，保育内容の言葉に関わる項目すなわち「第3






















































































配されているテキストは，「これは のみの ぴこ」（2）「これは のみの ぴこの ／すんでい
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お わ り に
以上，積み上げうた絵本『これはのみのぴこ』について，幼児の言葉を育む教材としての可能
性について考察してきた。作品の成立過程を確認するなかで明らかになったのは，読

む

のではな
く「口に出して唱える」ことを念頭に置いたテキストの音韻的な特徴であった。また，テキスト
先行で成立したとはいえ，和田誠の絵が添え物にとどまることなく，独自の言葉を紡いでいるこ
とも確認してきた。保育の現場でこの作品を教材として用いる場合には，このような絵

本

と

し

て

の

価

値

を十分に踏まえた利用が望まれるところである。同時に，読み聞かせのみならず，暗誦へ，
さらにはテキスト部分をもとにした創作や絵本作りなど，子どもたち自身の創造的な活動へつな
げることも望まれる。児童文化財としてのわらべうたが，そもそも，共同体の文化基盤の重要な
一部を構成するだけでなく，子どもたちの想像力や創造力を磨き，豊かな言語能力を育む機能を
有していることを考えれば，創作わらべうた絵本としての性質を持つ『これはのみのぴこ』には，
そのような活用方法こそがふさわしいと言える。残る問題は，保育者自身が，子どもたちととも
にこのテキストの構造を利用して詩作や絵本作りを行えるだけの語彙力や言語感覚をもっている
かどうか，具体的な指導案や指導方法を考案できるだけのノウハウを持っているかどうかであろ
う。これらの点については，ひらがな絵本としてのこの作品の可能性，すなわち，記号としての
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言葉に対する関心を育む教材としての活用法とあわせて，また稿を改めて検討したいところであ
る。
（1） 児童文化という概念については，時代や専門分野によってその定義には幅があるため，ここでは
「児童を対象として，意識的に計画・構成される文化的営為の総称」という本田和子による定義を参
照する（「児童文化」401）。なお，児童文化財を「物質文化財」と「文化活動の所産」とに分類する
本田の定義（「児童文化と児童文化財」47）を借りるならば，本稿は，文化活動の所産たる「わらべ
うた」をもとにした物質文化財の「絵本」について論じるものである。
（2） 聴き手を想定して絵本を読むという行為を含む活動を，当事者の対等性や影響の双方向性を重視し
て「読みあい」という用語で表現しかつ実践する向きもあるが，本稿は，活動の目的や指向性に立ち
入るものではないため，「保育所保育指針解説書」等で用いられている「読み聞かせ」の語を用いる
こととする。
（3） たとえば，保育者養成校で使用されることの多い「児童文化」あるいは「子ども文化」の主要なテ
キストを確認しても，紹介されている絵本は大部分がストーリー性のある物語絵本である。また，保
育現場向けの絵本のガイドブックでも，物語絵本以外への言及は手薄になりがちである。たとえば，
福岡貞子・磯沢淳子編著『保育者と学生・親のための乳児の絵本・保育課題絵本ガイド』は，「こと
ば・もじ・かがず」と「しぜん・かがく」に関する絵本の項目を設けてリスト化するなど，この種の
ものでは質量ともに最も充実したガイドブックだが，ここでも実践実例の多くは物語絵本を素材にし
たものあるいは作品の物語性に着目した内容となっている。
（4） 積み上げうたの形式はそもそも民話の語り口のひとつでもあるため（渡辺109），積み上げ話

の絵
本はもちろんこれよりも古くから出版されていた。
（5） ことば遊びの要素を重視するあまり，原詩のニュアンスを損ねたり原詩の目的を歪めたりという
「失敗訳」が多いとの指摘もあるが（石川12325），堀内誠一が絵を担当した前述5巻本に加えて，
和田誠とのコンビで1981年に出版された『マザー・グース』（全4巻）も今なお版を重ねていること
から考えても，谷川版マザー・グースがこんにち最も広く受け入れられている翻訳であることに異論
の余地はないだろう。
（6） これらについては拙稿13031頁を参照。
（7） 作品には頁数が付されていないため，表題紙を1頁として以後の頁を数える。
（8） 実際に専門書で言及される場合にも，この作品が「詩の絵本」に分類されていることはまずないが，
谷川自身は当然「詩」と位置づけている（『ことばを中心に』20102）。
（9） 藤本朝巳は，「裁ち落とし」とも呼ばれるこの手法について，ジェーン・ドゥーナンの言葉を引き
ながら，対象物に力強さや威勢のよさ，迫力などを生み，大きさ（現実感）を付与するという効果が
あると説明している（藤本6468）。本作における和田誠の絵では，登場人物の動きを示したり（7），
欠けている部分に対して読者の想像力を喚起したり（21），色彩的なバランスをとったり（31）等，
多様な意図がうかがわれる。
（10） 都会的センスは，この作品でも，外国映画に登場するような「どろぼう」（19）の描き方などに示
されている。その一方で，その無意味なポージングや，次頁で描かれている「やおやさん」（21）に
ぶつけられたトマトのつぶれ方などには，とぼけた味わいが出ている。
（11） この一例としては，第16回絵本学会大会で発表された吉田久美「絵本からはじまる絵本づくり
～子どもたちとパロディ～」の試みを挙げることができる（2013年6月16日，静岡文化芸術大学に
おける研究発表）。
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